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自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

茅ヶ崎市南湖6-2-24

事業所はＪＲ東海道線「茅ヶ崎」駅よりバスで約１０分、バス停より徒歩５分程の
閑静な住宅地に立地し、近隣には散歩に適した住吉神社があります。平成２５年に
茅ヶ崎市柳島から当地に増設移転し、２ユニットのグループホームでます。
＜優れている点＞
創立３０周年を迎えた運営法人の「人を尊び、命を尊び、個を敬愛す」の基本理念
に沿い、事業所は「ゆっくり、一緒に、楽しみながら」を独自の理念としていま
す。職員は日頃よりミーティング時に確認し合い、理念の共有とサービスの実践に
取り組んでいます。医療面では医師と看護師が連携し、入居者の健康管理と医療相
談を行い、安心して医療を受診できる体制を整備しています。重度化や終末期には
入居者と家族の意向を確認しながら主治医、または協力医療機関に連絡し適切な医
療を講じるため、同一運営法人の介護施設への転居もできる体制が確立していま
す。また、服薬チェックリストを基に入居者毎の薬と袋を確認し、顔と名前を職員
２人がダブルチェックし、誤薬のないように注意喚起を徹底しています。
＜工夫点＞
入居者は自治会主催のごみ清掃や、近くの住吉神社への初詣、夏祭りや盆踊りに出
掛けて地域とのふれあいを大切にしながら暮らしています。家族には居室担当者よ
り、毎月入居者の日常の生活面、健康面、誕生日会やクリスマス会などの行事、医
療の往診日など詳細を報告し家族の安心につなげています。
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56 ～ 68

 1 ～ 14

ﾕﾆｯﾄ数

36 ～ 55

認知症対応型共同生活介護

社平成25年4月に茅ヶ崎市柳島から増設移転し、南湖6丁目に2ユニット18名定員でグ
ループホームみのりを開設しました。「ゆっくり」「一緒に」「楽しみながら」を
モットーに、くつろげる生活の場を目指しています。グループホームは、少人数の認
知症の高齢者が家庭的な環境の中で「共同生活」を送り、忘れかけていた日常生活や
残存機能を保持することをに努め、認知症があっても普通に暮らせることを目的とし
ています。今まで使っていた馴染みの家具を持ち込むこともでき、居室は個室ですか
らプライバシーも確保されています。大きな施設の中での集団生活に抵抗ある方でも
アットホームな雰囲気の中で安心してお暮しになられています。又、外出行事も盛ん
に行っております、年始は近くの由緒ある住吉神社へ初詣に行き、1月3日には恒例行
事である箱根駅伝を沿道にて観戦します。早くコロナ渦が収束し、観梅や平塚の七夕
見学、浜降際のお新興、納涼盆踊り大会、餅つきが楽しめる日を心待ちにしていま
す。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 〇 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 社会福祉法人　麗寿会　ふれあいの家　みのり

 ユニット名 1F

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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社会福祉法人麗寿会ふれあいの家みのり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

コロナ渦の為、書面会議としている。 運営推進会議は地域代表、民生委員、
地域包括支援センター職員、茅ケ崎市
役所職員、家族代表をメンバーとして
います。事業所の運営状況や活動を報
告し、地域情報を得て意見交換をして
います。現在はコロナ禍のため書面報
告となっています。

現在、運営推進会議は書面報
告も中断しています。運営推
進会議では地域の人に向けて
入居者のサービス内容や取り
組み状況を報告し、話し合
い、サービスの向上に活かし
て行くことが望まれます。

月頭に入居申し込み状況を報告している。運
営推進会議に参加してもらい、アドバイスを
頂いている。受診ケースの事故が起きた場
合、報告書を提出している。

管理者は茅ヶ崎市の高齢福祉介護課へ
運営面や業務上の相談をしています。
認知症等行方不明高齢者ＳＯＳネット
ワークに参加し、地域と協力関係を築
いています。

自治会の会員として、演芸大会、納涼会、お
祭り、年越し等の活動に積極的に職員と入居
者が参加していた。
理念の中にも地域との積極的な関わりを挙
げ、地域に根ざした運営を目指している。ま
たボランティアの来訪があり、地域とのつな
がりを積極的に行い、大切にしていたがコロ
ナ渦で現在は出来ていない。

自治会主催のごみ清掃に参加していま
す。正月には地元の住吉神社への初詣
やどんど焼きにも出掛けています。自
治会主催の夏祭りや盆踊りも楽しんで
います。篠笛や大正琴のボランティア
が来訪し交流していますが、現在はコ
ロナ禍のため、中止しています。

包括支援センターと協力し、近隣の方の介護
相談や徘徊の方の保護等、連携しながら認知
症の知識の普及を目指している。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

法人の共通理念に加え、事業所職員全員で作
成したホーム独自の理念がある。事業所に常
時掲示してある。機会があると再確認をして
いる。

法人の理念に沿って、事業所独自の理
念は「ゆっくり、一緒に、楽しみなが
ら」を事務室に掲示しています。管理
者は新入職員の研修時に説明し、職員
は日頃の介護の中でも理解を深めてい
ます。ミーティング時にも確認し合
い、実践につなげています。

株式会社フィールズ



社会福祉法人麗寿会ふれあいの家みのり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

運営推進会議を開催し、意見を頂いていた
が、現在は出来ていない。家族は来訪時等に
直接職員が聴き取っているか、電話での遣り
取りで対応している。

運営推進会議や家族の来訪時に意見や
要望を聞いています。利用者より食事
の献立の中で、もう少し野菜やサラダ
を増やして欲しい、食事の際の席を変
えて欲しいなどの要望が出ています。
現在はコロナ禍のため、対面での面会
や立会いは中止しています。

法人研修にて学ぶ機会を設け意識を高めてい
る。実際に成年後見制度を利用している入居
者もあり活用してる。

契約書、重要事項説明書の読み合わせを行
い、不明な点は随時説明しながら理解、納得
いただいた上で契約を結ぶようにしている。

身体拘束、虐待防止、人権擁護については、
法人全体で積極的に取り組んでいる。職員研
修を開催し、学ぶ機会を設け、意識を高める
と同時に周知徹底に努めている。身体拘束を
しないケアを実践している。

身体拘束委員会を設置し、職員は身体
拘束と虐待防止に関する勉強会を受講
し、正しい理解に努めています。職員
に身体拘束に関するアンケート調査を
実施しています。結果を確認し合い、
日頃より身体拘束をしないケアに努め
ています。

法人研修にて学ぶ機会を設け意識を高めてい
る。不参加職員に対しては伝達講習等をし、
周知徹底に努めている。また職員会議をはじ
め職員同士で積極的に話し合い、行動、言葉
遣い、態度、環境等「虐待」に通じると思う
事は、日々注意を払い防止に努めている。

虐待防止について法人研修を受講し、
ミーティングで話し合い、正しい理解
に努めています。入居者との会話の中
で「わかりました」ではなく「かしこ
まりました」という言葉遣いに努め、
日々の暮らしの中の声かけに留意して
います。

株式会社フィールズ



社会福祉法人麗寿会ふれあいの家みのり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

茅ヶ崎市事業者連絡協議会施設部会に参加し
ている。
市内各事業所の相談員や管理者が集まり、話
し合う機会や情報交換などを話し合ってい
る。

入居希望の問い合わせがあった場合、ご本
人・ご家族にみのりの見学をしてもらう。ご
本人の情報やご希望等を聞き、ケアマネー
ジャーからの情報を勘案して理解に努める。
包括支援センター職員や居宅介護支援事業所
のケアマネに来訪頂き、施設を実際に見ても
らい情報を提供している。

年２回人事評価を行い、自己評価、上司評価
を行い、フィードバック面接を行い、評価の
すりあわせを行い、目標管理を行いスキル
アップに反映させている。定例会では、意見
収集を行っている。

職員は年２回の人事考課と面接などを
行い、各自が目標を掲げ日常業務に意
欲を持って励むように努めています。
管理者は職員が働きやすい環境づくり
に努め、職員の定着率に繋がっていま
す。４０歳以上の職員は健康診断も無
料で実施し、健康管理にも努めていま
す。

内外研修を周知し、希望者には自由に参加で
きる環境をつくっている。法人内に研修委員
会があり、全職員を対象に階層別（新人対象
も含め）、サービス別等の研修会を実施して
いる。無資格未経験者でも希望があればどの
研修にも参加できる。（資格取得研修もあ
り）

職員は、希望により、常勤・非常勤を
問わず社内研修や外部研修を受講する
ことができます。職員の質の向上を図
るため、法人からの費用負担もあり、
資格取得も奨励しています。

管理者及びフロアーリーダーと職員が何でも
話し合える関係になるよう努めている。年２
回は管理者と職員で面接をし、人事考課を実
施して、職員のモチベーションを高めてい
る。カンファレンスシートや連絡ノートを活
用し意見をまとめ、ケアの方向性を確認し勧
めている。

管理者は月１回の定例全体会議や朝夕
の申し送り時に職員から意見や要望を
聞き取り運営面に反映しています。職
員のカンファレンスシートや各階ごと
の連絡ノートで要望や意見を参考にし
ています。職員より定年後の就労につ
いての質問などもでています。
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己
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価
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

入居者の生活暦・交友関係をアセスメント把
握し、旧友の来訪を勧め、馴染みの人に会え
る機会を作り出している。また電話や手紙の
支援も行っている。

入居者は日常の会話の中で昔の楽しい
思い出話や、童謡や流行歌を歌い、認
知機能を向上させる支援に取り組んで
います。入居者は家族と一緒に散歩を
しながら馴染みの美容院や、好物を外
食しています。現在はコロナ禍のた
め、面会は中止しています。

職員のアセスメントの研鑽と普段の何気ない
生活の中で寄り添い、向き合い入居者の意
思、意欲を読み取り、暮らしを共にすること
でさりげない支援を行い、取り組んでいる。

ご家族からの情報提供や思い、希望などを頂
き、これまでの生活を理解し、支援の方法な
どについて一緒に話し合う機会が得られるよ
うにしている。
また毎月の近況報告を発送し入居者の日頃の
生活面や医療面についての情報を伝えてい
る。

施設見学やご自宅訪問（アセスメント訪問）
をした際、家族の思いや希望を聞き、入居生
活の中でどのようなケアができるか伝え、入
居した時に安心して生活できるように支援し
ている。

どのような支援を家族は望まれているのか、
ご本人はどうか等、充分にアセスメントを行
い、必要なサービスを受けられるようにして
いる。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

今までの生活を大切にし、出来るだけ継続で
きるようにご本人やご家族よりお聞きしたこ
とやケアマネージャーからの情報を記録し、
職員が理解できるようにしている。

本人の出来ること、興味のあること等を、生
活の中で発見し、把握に努める。毎日同じ時
間帯にVSチェックを行い体調管理を行ってい
る。毎日の食事摂取量や排泄についても記録
している。

サービス利用が終了した入居者ご家族と必要
に応じ連絡を取っている。新しい転居先に職
員や入居者と一緒に面会に行ったりしてい
る。

入居者担当制をもち、日常生活物品の買い物
や居室の環境整備、近況報告の作成等を行
い、担当者が主になり入居者の生活を支え把
握し、職員全体で共有している。カンファレ
ンス前には入居者個人からの意向の把握が困
難な場合は、個別に気配りし、日常会話の中
から引き出している。

日々の行動や表情から入居者の思いや
意向を汲み取っています。職員間で
は、入居者の視点に立って意見を話し
合い、入居者本位の支援を基本として
います。入居者担当者制とし、職員が
個別に気を配り意思疎通の困難な入居
者にも柔軟な対応をしています。

その人の個性を尊重しながら他の入居者との
交流を大切にし、日々の午前中のレクリエー
ションにて共通の話題作りや日時の確認によ
り強調性や連帯感を感じていただきながら気
持ちよく集い、生活が出来るように配慮して
いる。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

入居前のかかりつけ医への受診の継続と、ご
家族等の依頼があれば関連の医療機関と入居
者個人とが契約をし、包括的に医療の支援を
受けられるようにしている。希望者には、訪
問歯科診療も介入している。皮膚科や眼科等
の専門外来が必要な場合はご家族と相談し近
隣医への受診も行う。

ほとんどの入居者が事業所の協力医の
訪問診療を受けています。入居前のか
かりつけ医の受診は家族が対応してい
ます。職員対応で受診した場合の結果
は、その都度電話で伝えています。訪
問診療の結果は、近況報告と一緒に毎
月の「お知らせ」で報告しています。

法人内のほかの事業所で行われている体操教
室やレクリエーション、季節折々の施設内行
事や地域の行事に参加し、地域のボランティ
アとの交流（篠笛、音楽、大正琴）などに積
極的に参加し、機能維持できるよう努めてい
る。
交流会の時には、ユニット間の交流も含め同
じフロアーにて行っている。

ご近所のボランティアの方が訪問は中止して
いるが、近所の散歩の際もこちらから積極的
に挨拶などして交流を図っている。
牛乳屋の配達や近所の駄菓子屋お菓子等もお
小遣いから購入できる。

入居者担当と作成担当者が中心となり、日々
の生活状況を基に、ご本人のご意向、ご家族
の意向を聞いたり、記録等を根拠にケアマ
ネ、担当職員を中心に話し合い、介護計画を
作成している。連絡ノートを活用し、状態変
化に合わせて職員間周知を図っている。

入居時に入居者と家族の思いや意向を
傾聴し、介護計画に反映しています。
医師と看護師の意見を参考に短期目標
は２～３ヶ月、長期目標は１年とし作
成しています。担当職員が中心とな
り、連絡ノートを活用し、作成した介
護計画書は職員間で共有しています。

日々の介護記録を個人ごとに記入し職員間で
情報共有している。日々のモニタリングを参
考にカンファレンスにおいて、記録を根拠に
介護計画の見直しを行っている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

急変時や夜間の救急対応のマニュアルを作成
し、周知している。状況によりコールセン
ターに相談している。
施設内にＡＥＤの設置があり、事業所内外使
用できるようにしている。

情報は防災ラジオを購入し、常に災害等の情
報をキャッチしている。また、防災教育を入
居者と共に職員も参加し行いながら、避難訓
練等も実施。地域の防災リーダーや防災設備
士等からアドバイスを頂き避難方法等を確認
している。

防災・避難訓練は年２回、入居者も参
加して行っています。消防用設備等の
点検を毎年行っています。防災計画や
防災マニュアルを作成し、いざという
時に慌てず避難誘導が出来るように取
り組んでいます。

非常災害用品の保管場所の整
理と食料品・飲料水の賞味期
限等を再確認し、備蓄品の今
後の管理が期待されます。

関連の医療機関のコールセンターや入院時に
は、病院のMSWと連絡を取り合いながら状態
を把握し、今後の方向性などについて検討し
ていくようにしている。
必要時には、関連医療機関から救急車での受
診も可能。

ご本人、ご家族の思いを大切に、「出来る限
り苦痛のない安楽な時間を過ごせるようにす
ること」を職員と共有認識した上で支援に取
り組んでいる。

入居時に重度化や看取りについて、事
業所の方針を詳しく説明をしていま
す。夜間における緊急時の対応のため
に、協力医療機関と連携をとっていま
す。終末期と医師が判断した場合は、
家族と相談し納得を得たうえで、系列
施設に転居する体制を構築していま
す。

法人内の事業所に看護師がおり、健康管理室
として法人全体の健康管理を行っている。ま
た、関連の提携医療機関に夜間など、必要の
場合相談できるコールセンターを利用してい
る。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

一緒に調理（食材を切ったり味見）をした
り、その人にあったその人に出来ることをお
誘いしている。月に２回程「パンの日」を設
け、調理を行いパン食を楽しむ。その他にも
出前をとったり、レストランなどで外食や軽
食をすることもある。食器の後片付けを入居
者が行っている。

食事の献立と食材は外部業者に委託
し、職員と手伝いの出来る入居者も一
緒に好みの味付けで調理をしていま
す。毎月の誕生会や七夕、お月見、ク
リスマス会など季節によって行事食を
楽しんでいます。コロナ禍前は、施設
前でバーベキューでも楽しんでいまし
た。

施設のモットーに「ゆっくり」「一緒に」
「楽しみながら」を取り入れ、職員側の都合
ではなく、その人その人のペース、その人の
望んでいるペースに出来るだけ添えるよう支
援している。

１人ひとりの個性を大切に、生活等に応じて
髪型や服装等の身だしなみを支援している。
要望あれば化粧水などをその都度購入してい
る。
個人用のヘアブラシもある。

左記を徹底した上で全職員が常に丁寧語で話
かけるようにしている。また、その人その人
に合わせられるよう言葉を選び声かけをする
よう努めている。

職員は誇りやプライバシーを損ねるよ
うな言葉かけをしないよう徹底してい
ます。笑顔で正面からしっかりと目線
を合わせて会話をするように心がけて
います。馴れ合いの中で入居者の尊厳
を軽視した対応があった場合にはリー
ダーが注意をしています。

本人の希望や好みを把握するよう努め、その
方のその時の状態にあった出来ることを行っ
ていただき、満足感が得られるように努めて
いる。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

便秘による悪影響について、医師の言葉とし
て何度も伝えている。牛乳・水分摂取、漢方
薬の下剤等の使用により自然排便を促し、個
人の排便ペースを把握している。

曜日は固定せず、週に２～３回は入浴してい
ただけるようお誘いしている。入浴方法
（シャワー浴等）も希望に沿った入り方をし
ている。
水虫予防で水虫になりやすい方は毎日足浴を
している。

入居者のバイタルチェックを確認しな
がら、週２回、１日３～４人ずつ個別
の入浴支援を行っています。安心して
着替えが出来るように着替え場所の室
温を３０度に設定しています。季節に
よって、ゆず湯や菖蒲湯で、ゆっくり
とした入浴を楽しんでいます。

食前は口腔体操とお茶うがいを行い食事への
動機付けを行っている。食後には口腔ケア
行っていただけるよう声掛け、介助を行って
いる。
希望者には月最大で4回、訪問歯科による口
腔清掃・指導や居宅療養管理指導を導入し、
歯科医、衛生士のケアも行っている。

日中は入居者全員トイレを使用して排泄して
頂いている。24時間の排泄記録により排泄パ
ターンを把握しながら、その方にあった排泄
方法や排泄時間で対応している。

排泄表を記録し、入居者の排泄パター
ンを把握しています。トイレでの排泄
が出来るように、入居者それぞれに
合った声掛けや誘導で自立に向けた支
援を行っています。夜間は就寝中の入
居者は無理に起こさず、トイレに起き
る入居者には、都度対応しています。

栄養バランスの整ったメニューに沿って調理
し、毎回の食事や水分量（目標：1500cc／
日）のチェックを行っており、摂取量を記録
し、食事マニュアルに沿った食事の提供を
行っている。
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社会福祉法人麗寿会ふれあいの家みのり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

随時希望があるときに、近所のスーパーや駄
菓子屋などで希望の品物を職員と共に行き、
購入している。
行事など外出時、定額のお小遣い内での買い
物をしていただいている。また、それを支援
している。

出来ることや得意なことを引き出し楽しみに
繋げている。家庭菜園や玄関前の掃き掃除、
洗濯干し、洗濯物たたみ、調理の支度など
日々の役割をもっていただく等全員で楽しめ
ることを取り組んでいる。食器の後片付けを
入居者が行っている。

四季折々の外出の企画運営をしている。
日々、個人対応、フロアー別、合同のお散歩
や買い物や美容院とその日の希望により柔軟
に対応している。

日常的に施設近くの神社に散歩や、買
い物に出掛けています。近隣の美容院
へ行く時は職員が同行しています。公
民館に書道を習いに出かけたり、箱根
駅伝は沿道で応援したり、入居者が外
出を楽しめるように支援をしていま
す。

入眠の時間帯はそれぞれ違うため、基本的に
はご本人のペースを尊重している。夜間眠り
が遅く朝ゆっくり起きたい方へは、朝食を少
し遅れてから召し上がっていただけるよう柔
軟に対応をしている。衛生管理上、食事提供
から２時間以内。

服薬している薬カードは個人ケースに入れ、
いつでも見られるようにして作用、副作用の
理解に努めている。変更があった場合には申
し送り等で漏れがないように周知している。
関連の薬局の薬剤師が直接薬を届けて下さり
状況や管理についてもアドバイスをいただ
き、また、薬剤について総合的に質問もで
き、必要時には主治医と直接相談をしていた
だいている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

洋室の中に、カーペットを敷くなど本人の使
いやすいように家族と相談して部屋の空間を
作っている。仏壇や昔から使っていた馴染み
の家具などを入れ安心して過ごせるよう支援
している。

エアコン、クローゼットの備え付けの
ほかは、使い慣れた物を持ち込むこと
ができます。担当職員は衣替えや清掃
を入居者と一緒に行い、居心地のよい
居室作りに努めています。ベットの配
置交換など、動線よく過ごせるように
支援をしています。

バリアフリーの構造で段差は最小限に抑え、
床の色をフロアー（居室）、トイレ、浴室ご
とに分けている。トイレも分かりやすく表示
をし、誰でも使えるよう工夫している。階段
や廊下、浴室に手すり（点字あり）も配置し
安全に歩行できるように配慮している。

入居者が分かりやすようにトイレには表示を
行い。居室各々には表札をかけている（写真
も飾っている）
フロアーは対面キッチンを採用し、調理を目
の前で見ることができ、調理のサポート等を
利用者が自然にできる環境となっている。ま
た、調理の際には、香りや音により食事の動
機付けになっている。

リビングや廊下の壁面には、イベント
時の写真や、ひな祭りの切り絵など入
居者が季節を感じる作品を飾っていま
す。２階のリビングは吹き抜け型の欄
間で明るく、入居者がのんびりとくつ
ろげる空間となっています。トイレも
各階に３ヶ所設置され、入居者が使用
しやすいように配慮しています。

フロアーや廊下に置いてあるソファーに腰掛
け、気の合う仲間とお話をして談話できるス
ペースがあり、リラックスできるよう配慮し
ている。またそこでたたみ物をしたり、新聞
を読んだりと自由に過ごして頂いている。

電話を希望された時は、職員が番号を確認し
居室で気にせず話せるよう支援している。手
紙については、ポストに手紙が来たらお渡し
し、こちらから書く時は住所を確認し、投函
している。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 〇 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 社会福祉法人　麗寿会　ふれあいの家　みのり

 ユニット名 2F

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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社会福祉法人麗寿会ふれあいの家みのり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

コロナ渦の為、書面会議としている。

月頭に入居申し込み状況を報告している。
運営推進会議に参加してもらい、アドバイ
スを頂いている。受診ケースの事故が起き
た場合、報告書を提出している。

自治会の会員として、演芸大会、納涼会、
お祭り、年越し等の活動に積極的に職員と
入居者が参加していた。理念の中にも地域
との積極的な関わりを挙げ、地域に根ざし
た運営を目指している。またボランティア
の来訪があり、地域とのつながりを積極的
に行い、大切にしていたがコロナ渦で現在
は出来ていない。

包括支援センターと協力し、近隣の方の介
護相談や徘徊の方の保護等、連携しながら
認知症の知識の普及を目指している。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

法人の共通理念に加え、事業所職員全員で
作成したホーム独自の理念がある。事業所
に常時掲示してある。機会があると再確認
をしている。

株式会社フィールズ



社会福祉法人麗寿会ふれあいの家みのり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

運営推進会議を開催し、意見を頂いていた
が、現在は出来ていない。家族は来訪時等
に直接職員が聴き取っているか、電話での
遣り取りで対応している。

法人研修にて学ぶ機会を設け意識を高めて
いる。実際に成年後見制度を利用している
入居者もあり活用してる。

契約書、重要事項説明書の読み合わせを行
い、不明な点は随時説明しながら理解、納
得いただいた上で契約を結ぶようにしてい
る。

身体拘束、虐待防止、人権擁護について
は、法人全体で積極的に取り組んでいる。
職員研修を開催し、学ぶ機会を設け、意識
を高めると同時に周知徹底に努めている。
身体拘束をしないケアを実践している。

法人研修にて学ぶ機会を設け意識を高めて
いる。不参加職員に対しては伝達講習等を
し、周知徹底に努めている。また職員会議
をはじめ職員同士で積極的に話し合い、行
動、言葉遣い、態度、環境等「虐待」に通
じると思う事は、日々注意を払い防止に努
めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

茅ヶ崎市事業者連絡協議会施設部会に参加
している。
市内各事業所の相談員や管理者が集まり、
話し合う機会や情報交換などを話し合って
いる。

入居希望の問い合わせがあった場合、ご本
人・ご家族にみのりの見学をしてもらう。
ご本人の情報やご希望等を聞き、ケアマ
ネージャーからの情報を勘案して理解に努
める。包括支援センター職員や居宅介護支
援事業所のケアマネに来訪頂き、施設を実
際に見てもらい情報を提供している。

年２回人事評価を行い、自己評価、上司評
価を行い、フィードバック面接を行い、評
価のすりあわせを行い、目標管理を行いス
キルアップに反映させている。定例会で
は、意見収集を行っている。

内外研修を周知し、希望者には自由に参加
できる環境をつくっている。法人内に研修
委員会があり、全職員を対象に階層別（新
人対象も含め）、サービス別等の研修会を
実施している。
無資格未経験者でも希望があればどの研修
にも参加できる。（資格取得研修もあり）

管理者及びフロアーリーダーと職員が何で
も話し合える関係になるよう努めている。
年２回は管理者と職員で面接をし、人事考
課を実施して、職員のモチベーションを高
めている。カンファレンスシートや連絡
ノートを活用し意見をまとめ、ケアの方向
性を確認し勧めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

入居者の生活暦・交友関係をアセスメント
把握し、旧友の来訪を勧め、馴染みの人に
会える機会を作り出している。また電話や
手紙の支援も行っている。

職員のアセスメントの研鑽と普段の何気な
い生活の中で寄り添い、向き合い入居者の
意思、意欲を読み取り、暮らしを共にする
ことでさりげない支援を行い、取り組んで
いる。

ご家族からの情報提供や思い、希望などを
頂き、これまでの生活を理解し、支援の方
法などについて一緒に話し合う機会が得ら
れるようにしている。
また毎月の近況報告を発送し入居者の日頃
の生活面や医療面についての情報を伝えて
いる。

施設見学やご自宅訪問（アセスメント訪
問）をした際、家族の思いや希望を聞き、
入居生活の中でどのようなケアができるか
伝え、入居した時に安心して生活できるよ
うに支援している。

どのような支援を家族は望まれているの
か、ご本人はどうか等、充分にアセスメン
トを行い、必要なサービスを受けられるよ
うにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

今までの生活を大切にし、出来るだけ継続
できるようにご本人やご家族よりお聞きし
たことやケアマネージャーからの情報を記
録し、職員が理解できるようにしている。

本人の出来ること、興味のあること等を、
生活の中で発見し、把握に努める。毎日同
じ時間帯にVSチェックを行い体調管理を
行っている。毎日の食事摂取量や排泄につ
いても記録している。

サービス利用が終了した入居者ご家族と必
要に応じ連絡を取っている。新しい転居先
に職員や入居者と一緒に面会に行ったりし
ている。

入居者担当制をもち、日常生活物品の買い
物や居室の環境整備、近況報告の作成等を
行い、担当者が主になり入居者の生活を支
え把握し、職員全体で共有している。カン
ファレンス前には入居者個人からの意向の
把握が困難な場合は、個別に気配りし、日
常会話の中から引き出している。

その人の個性を尊重しながら他の入居者と
の交流を大切にし、日々の午前中のレクリ
エーションにて共通の話題作りや日時の確
認により強調性や連帯感を感じていただき
ながら気持ちよく集い、生活が出来るよう
に配慮している。
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次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

入居前のかかりつけ医への受診の継続と、
ご家族等の依頼があれば関連の医療機関と
入居者個人とが契約をし、包括的に医療の
支援を受けられるようにしている。希望者
には、訪問歯科診療も介入している。皮膚
科や眼科等の専門外来が必要な場合はご家
族と相談し近隣医への受診も行う。

法人内のほかの事業所で行われている体操
教室やレクリエーション、季節折々の施設
内行事や地域の行事に参加し、地域のボラ
ンティアとの交流（篠笛、音楽、大正琴）
などに積極的に参加し、機能維持できるよ
う努めている。交流会の時には、ユニット
間の交流も含め同じフロアーにて行ってい
る。

ご近所のボランティアの方が訪問は中止し
ているが、近所の散歩の際もこちらから積
極的に挨拶などして交流を図っている。
牛乳屋の配達や近所の駄菓子屋お菓子等も
お小遣いから購入できる。

入居者担当と作成担当者が中心となり、
日々の生活状況を基に、ご本人のご意向、
ご家族の意向を聞いたり、記録等を根拠に
ケアマネ、担当職員を中心に話し合い、介
護計画を作成している。連絡ノートを活用
し、状態変化に合わせて職員間周知を図っ
ている。

日々の介護記録を個人ごとに記入し職員間
で情報共有している。日々のモニタリング
を参考にカンファレンスにおいて、記録を
根拠に介護計画の見直しを行っている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

急変時や夜間の救急対応のマニュアルを作
成し、周知している。状況によりコールセ
ンターに相談している。
施設内にＡＥＤの設置があり、事業所内外
使用できるようにしている。

情報は防災ラジオを購入し、常に災害等の
情報をキャッチしている。また、防災教育
を入居者と共に職員も参加し行いながら、
避難訓練等も実施。地域の防災リーダーや
防災設備士等からアドバイスを頂き避難方
法等を確認している。

関連の医療機関のコールセンターや入院時
には、病院のMSWと連絡を取り合いながら状
態を把握し、今後の方向性などについて検
討していくようにしている。
必要時には、関連医療機関から救急車での
受診も可能。

ご本人、ご家族の思いを大切に、「出来る
限り苦痛のない安楽な時間を過ごせるよう
にすること」を職員と共有認識した上で支
援に取り組んでいる。

法人内の事業所に看護師がおり、健康管理
室として法人全体の健康管理を行ってい
る。また、関連の提携医療機関に夜間な
ど、必要の場合相談できるコールセンター
を利用している。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

一緒に調理（食材を切ったり味見）をした
り、その人にあったその人に出来ることを
お誘いしている。月に２回程「パンの日」
を設け、調理を行いパン食を楽しむ。その
他にも出前をとったり、レストランなどで
外食や軽食をすることもある。食器の後片
付けを入居者が行っている。

施設のモットーに「ゆっくり」「一緒に」
「楽しみながら」を取り入れ、職員側の都
合ではなく、その人その人のペース、その
人の望んでいるペースに出来るだけ添える
よう支援している。

１人ひとりの個性を大切に、生活等に応じ
て髪型や服装等の身だしなみを支援してい
る。
要望あれば化粧水などをその都度購入して
いる。
個人用のヘアブラシもある。

左記を徹底した上で全職員が常に丁寧語で
話かけるようにしている。また、その人そ
の人に合わせられるよう言葉を選び声かけ
をするよう努めている。

本人の希望や好みを把握するよう努め、そ
の方のその時の状態にあった出来ることを
行っていただき、満足感が得られるように
努めている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

便秘による悪影響について、医師の言葉と
して何度も伝えている。牛乳・水分摂取、
漢方薬の下剤等の使用により自然排便を促
し、個人の排便ペースを把握している。

曜日は固定せず、週に２～３回は入浴して
いただけるようお誘いしている。入浴方法
（シャワー浴等）も希望に沿った入り方を
している。
水虫予防で水虫になりやすい方は毎日足浴
をしている。

食前は口腔体操とお茶うがいを行い食事へ
の動機付けを行っている。食後には口腔ケ
ア行っていただけるよう声掛け、介助を
行っている。希望者には月最大で4回、訪問
歯科による口腔清掃・指導や居宅療養管理
指導を導入し、歯科医、衛生士のケアも
行っている。

日中は入居者全員トイレを使用して排泄し
て頂いている。24時間の排泄記録により排
泄パターンを把握しながら、その方にあっ
た排泄方法や排泄時間で対応している。

栄養バランスの整ったメニューに沿って調
理し、毎回の食事や水分量（目標：1500cc
／日）のチェックを行っており、摂取量を
記録し、食事マニュアルに沿った食事の提
供を行っている。

株式会社フィールズ



社会福祉法人麗寿会ふれあいの家みのり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

随時希望があるときに、近所のスーパーや
駄菓子屋などで希望の品物を職員と共に行
き、購入している。
行事など外出時、定額のお小遣い内での買
い物をしていただいている。また、それを
支援している。

出来ることや得意なことを引き出し楽しみ
に繋げている。家庭菜園や玄関前の掃き掃
除、洗濯干し、洗濯物たたみ、調理の支度
など日々の役割をもっていただく等全員で
楽しめることを取り組んでいる。食器の後
片付けを入居者が行っている。

四季折々の外出の企画運営をしている。
日々、個人対応、フロアー別、合同のお散
歩や買い物や美容院とその日の希望により
柔軟に対応している。

入眠の時間帯はそれぞれ違うため、基本的
にはご本人のペースを尊重している。夜間
眠りが遅く朝ゆっくり起きたい方へは、朝
食を少し遅れてから召し上がっていただけ
るよう柔軟に対応をしている。衛生管理
上、食事提供から２時間以内。

服薬している薬カードは個人ケースに入
れ、いつでも見られるようにして作用、副
作用の理解に努めている。変更があった場
合には申し送り等で漏れがないように周知
している。関連の薬局の薬剤師が直接薬を
届けて下さり状況や管理についてもアドバ
イスをいただき、また、薬剤について総合
的に質問もでき、必要時には主治医と直接
相談をしていただいている。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

洋室の中に、カーペットを敷くなど本人の
使いやすいように家族と相談して部屋の空
間を作っている。仏壇や昔から使っていた
馴染みの家具などを入れ安心して過ごせる
よう支援している。

バリアフリーの構造で段差は最小限に抑
え、床の色をフロアー（居室）、トイレ、
浴室ごとに分けている。トイレも分かりや
すく表示をし、誰でも使えるよう工夫して
いる。階段や廊下、浴室に手すり（点字あ
り）も配置し安全に歩行できるように配慮
している。

入居者が分かりやすようにトイレには表示
を行い。居室各々には表札をかけている
（写真も飾っている）
フロアーは対面キッチンを採用し、調理を
目の前で見ることができ、調理のサポート
等を利用者が自然にできる環境となってい
る。また、調理の際には、香りや音により
食事の動機付けになっている。

フロアーや廊下に置いてあるソファーに腰
掛け、気の合う仲間とお話をして談話でき
るスペースがあり、リラックスできるよう
配慮している。またそこでたたみ物をした
り、新聞を読んだりと自由に過ごして頂い
ている。

電話を希望された時は、職員が番号を確認
し居室で気にせず話せるよう支援してい
る。手紙については、ポストに手紙が来た
らお渡しし、こちらから書く時は住所を確
認し、投函している。
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